
淀川キリスト教病院

〒533-0024 大阪市東淀川区柴島
   1丁目７番50号

06-6322-2250

1972年（昭和47年）に周産期センターを開設、
その後産科・小児科・小児外科が統括された母子
センターとして、積極的に周産期医療に取り組ん
でいます。

通常の妊娠分娩管理は勿論のこと、ハイリスク妊
産婦と新生児の集中管理を、医師・看護師・助産
師を中心とした医療スタッフが一体となり、24時
間体制でチーム医療を提供しています。

地域周産期母子医療センター

NICU病床； NICU認可21床（半個室9床）
 乳児病棟15床

小児病棟； 27床

病院理念

キリスト教精神に基づいた「全人医療」を実践し、患者さん
ならびに地域医療機関に最も信頼される中核病院であること。
そのために、「生命の始まり＝周産期医療」「存続への危機
＝急性期医療、救急救命医療」「生命の終末＝エンドオブラ
イフ・ケア」において高度であたたかな医療を
提供することを基本方針としています。

退院後

入院受け入れ病院紹介

院内出生の多岐にわたるハイリスク新生児（超低出生体重
児・重症新生児仮死・呼吸器疾患・感染症・先天疾患・外科
疾患（小児外科・形成外科・耳鼻科））に全力をあげる一方
で、他病院や産院から 24時間体制で新生児の搬送依頼・入
院を積極的に受け入れています。

出産前から、医師・看護師のみならす理学療法士・臨床心理
士・ソーシャルワーカーなど多職種が一人ひとりの赤ちゃん
とそのご家族について考え話し合いを重ねながら、赤ちゃん
とご家族にベストを尽くし、優しいNICUであり続けられる
よう、努力しています。

退院後外来・発達外来で、退院された赤ちゃんたちのフォ
ローアップを長期にわたり実施しており、シームレスな治
療とケアを実践し、他科と共同で、発達支援・在宅支援も
積極的に行っています。
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